
１.アンケート結果の取り扱いについて 

 

１．円山川流域委員会の進め方に関するご意見についてのアンケート 

  

第 2 回円山川流域委員会を円滑に進行するために，平成 15 年 5 月

平成 15 年 6 月 9 日において，「円山川流域委員会の進め方に関するご

ついてのアンケート」として，「円山川の現地視察」，「今後の委員会の進

「円山川への想い」についてアンケート調査を実施しました。 

 

円山川流域委員会の進め方に関するご意見についてのアンケ

１．第１回円山川流域委員会の開催を受けて，今後の委員会の進め方に

て，自由にご意見を述べて下さい（別紙）。 

 

２．「このような円山川であってほしい」など，あなたの「円山川への

について，また，その実現に向けてのアイデアなど，自由にお書き下さ

紙）。 

 

３．円山川の現地視察について 

第１回円山川流域委員会では，円山川についての認識をある程度

せ，同じ言葉で議論できるための基本的な手段として現地視察を実

ことについては異論ありませんでした。そこで，第２回委員会では

体的な実施方法を固めたいと思います。 

そのため，予め皆様のご意見を伺い，取りまとめ結果に基づいて

委員会で議論し決めていきたいと存じます。 

 

１）現地視察の観点 

委員会として円山川大臣管理区間の現地視察はどのような観点か

施するべきでしょうか（複数回答可）。 

①環境に重点をおいて実施する。 

②治水に重点をおいて実施する。 

③利水等の河川利用に重点をおいて実施する。 

④観点を定めず万遍なく実施する。 

⑤その他(具体的に：                   
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２）現地視察地点の定め方 

円山川大臣管理区間の視察地点はどのような方法で定めればよいでしょ

うか（複数回答可）。 

①（委員として視察したい地点と他の委員に見て貰いたい地点の両方を

含んでの）各委員の推薦に基づいて。 

②（既往の資料の検討に基づいた）庶務の推薦に基づいて。 

③河川管理者の推薦に基づいて。 

 ④その他（具体的に：                    ） 

３）上記①の場合，具体的な地点と推薦理由をお教え下さい。 

 

４）上記②の場合の具体的地点と推薦理由は以下の通りです(別表１)。差し支

えなければ各地点について，視察の希望をご回答下さい。 

 

２．審議 

 

１） このアンケートにより、提出いただいている文章・回答について、庶

務のほうでとりまとめましたので取り扱いについて審議願います。 

 

「１．今後の円山川流域委員会の進め方について」 

① 委員及び一般に配布する。（記名・無記名） 

② 委員に配布する。（記名・無記名） 

③ その他 

 

「２．円山川への想い」 

① 委員及び一般に配布する。（記名・無記名） 

② 委員に配布する。（記名・無記名） 

③ その他 

 

「３．現地視察について」 

① 記名で配布。 

② 無記名で配布。 

③ その他 

 

２） 今後の意見の求め方について 
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